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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年５月 13 日に公表した平成 24 年３月期（平成 23 年４月１日～平成

24 年３月 31 日）の第２四半期累計期間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 
１．平成 24 年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日） 

 (1) 連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,900 △280 △160 △180 △14.48 

今回修正予想（Ｂ） 5,530 △510 △470 △470 △37.82 

増減額（Ｂ－Ａ） △370 △230 △310 △290 － 

増減率（％） △6.3 － － － － 

（ご参考） 

前年同期実績 
(平成22年３月期第２四半期) 

7,274 382 448 431 34.70 

 

 (2) 個別 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 4,500 △240 △210 △215 △17.30 

今回修正予想（Ｂ） 3,950 △420 △380 △375 △30.17 

増減額（Ｂ－Ａ） △550 △180 △170 △160 － 

増減率（％） △12.2 － － － － 

（ご参考） 
前年同期実績 
(平成22年３月期第２四半期) 

5,953 296 323 305 24.61 

 

２．業績予想修正の理由 

 当社の主力マーケットである半導体業界において、生産調整による設備投資抑制の動きが急速に強まり、

受注が低迷したことにより、今年５月に公表した業績予想の第２四半期累計期間の売上高、営業利益、経

常利益及び当期純利益を下回る見込みとなりました。 

 なお、当社の連結子会社アピックヤマダ タイランド カンパニー リミテッドがタイで発生した水害に

より、現在営業を停止しております。水害の収束の見通しがつかず、当社グループに与える損害および業

績に与える影響については、現時点では不明であります。従いまして、通期業績予想につきましては、今

後の受注動向を精査するとともに、タイの水害による損害額および業績に与える影響が判明次第、速やか

に公表させていただくこととし、現時点での修正はいたしません。 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含     

   んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

以   上 


